
 
 

 

【日高南部森林管理署】 

11 月 4 日（水）、東川国有林において、日高振

興局森林室、管内市町村林務担当者、日高北部森

林管理署及び当署職員が参加し、低コストで効率

的な造林作業の取組についての意見交換会とドロ

ーンの講習会を開催しました。 

最初に大型機械地拵による造林コストの低減

化、無地拵箇所の紹介と苗木の初期成長促進のた

めの緩効性肥料の有効性について説明しました。

参加者からは、「民有林は小面積伐採が点在してお

り、機械の移送費が掛かり増しとなること」や「造

林経費の削減は必要」など意見がありました。 

午後からは、ドローンの講習会を実施、国有林

でのドローンの活用事例や守るべきルールの説明

後、4 班に分かれ、それぞれドローン飛行を体験

しました。 

【宗谷森林管理署】 

10 月 31 日（土）、宗谷総合振興局森林室主催

による利尻町青少年リーダーの会「若葉」の会員

（町内小学生）を対象とした森林環境教育を開催

し、利尻森林官が企画及び講師を担当しました。 

第一部は森林官により葉っぱを使ったじゃんけ

んや色あわせを行いました。歩道散策では紅葉の

仕組み、雪虫の不思議、カツラの甘い匂い、オオ

ウバユリの種とばしなど、子ども達に森林に親し

んでもらいました。

第二部は利尻町交流促進施設「どんと」で「森

林すごろく」体験を行いました。木の輪切りやど

んぐり等で、すごろくのコマを作成した後、苗木

を育て、木を植え、森林として育てる体験をゲー

ム感覚で楽しく学んでもらいました。

【根釧西部森林管理署】

11 月 26 日（木）、北海道立北の森づくり専門

学院の学生 16 名が、地域見学実習でパイロット

フォレストを見学しました。この実習は、地域の

森林・林業・木材産業について視野を広げること

を目的とし実施しています。長期間にわたり原野

だった国有林を計画的に造成し、約 6,000 ヘクタ

ールの広大な森林として蘇ったパイロットフォレ

ストの望楼で、現地のあらましや主伐の時期を迎

えたカラマツ林について森林の公益的機能を更に

発揮し、多様な樹種で構成される森林にするとと

もに、木材の安定的な供給を目指して 200 年超

長伐期計画を検討していることを説明しました。

学生の皆さんは真剣に聞き入り、その後、意見交

換を行いました。

【上川北部森林管理署】 

11 月 6 日（金）、「遊々の森」協定を締結して

いる名寄市立名寄南小学校の小学 3 年生を対象と

した森林教室を開催し、「どんぐりの苗木づくり」、

「タネ飛ばし」、「森林の働きについての学習」を

行いました。 

「どんぐりの苗木づくり」では、まずどんぐり

を水の中に入れ、中に栄養が詰まっていれば沈み、

空洞ができていると浮いてくることを説明し、ポ

リポットにどんぐりを植えました。

「タネ飛ばし」では、マツ、ラワンなど 4 種類

のタネの模型をつくって飛ばし児童から好評を得

ました。 

「森林の働きについての学習」では、「水を貯え

る」、「自然災害の防止」など森林の機能や、「名寄

市の自然」について説明し、最後に児童から寄せ

られた質問に回答し、森林教室を終了しました。 

効率的な造林作業につ
いての意見交換会とド
ローンの講習会を開催

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

名寄南小学校で今年
度 2 回目の森林教室
を開催 

北の森づくり専門
学院のパイロット
フォレスト見学

利尻町青少年リ-ダ
-の会「若葉」森林・
林業体験学習
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森林愛護組合連合会や 
関係者の皆様と歓談 

新型コロナウイルスの 

感染リスクが高まる「5 つの場面」について 

以下のページで紹介しています。 

https://corona.go.jp/proposal/ 

引き続きのご協力をお願いします。 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 
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